熱田社に奉納された源康総和歌懐紙について : 源康総(真継康総)の人物像をめぐって by 伊藤 信吉
皇
學
館
論
叢
第
五
十
巻
第
六
号
平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
日
熱
田
社
に
奉
納
さ
れ
た
源
康
総
和
歌
懐
紙
に
つ
い
て
源
康
総
︵
真
継
康
総
︶
の
人
物
像
を
め
ぐ
っ
て
伊
藤
信
吉
□
要
旨
慶
長
九
年
︵
一
六
〇
四
︶
三
月
十
五
日
︑
公
家
の
冷
泉
為
満
・
山
科
言
緒
・
舟
橋
秀
賢
は
尾
張
国
熱
田
に
て
︑
熱
田
社
家
衆
や
熱
田
の
僧
衆
達
と
共
に
和
歌
会
を
催
し
た
︒
こ
の
時
の
詠
歌
を
記
し
た
冷
泉
為
満
・
舟
橋
秀
賢
・
源
康
総
の
和
歌
懐
紙
が
現
在
︑
熱
田
神
宮
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
︒
冷
泉
為
満
和
歌
懐
紙
は
寛
政
十
一
年
︵
一
七
九
九
︶
熱
田
住
人
貝
谷
政
方
よ
り
︑
源
康
総
和
歌
懐
紙
は
弘
化
四
年
︵
一
八
四
七
︶
熱
田
大
宮
司
千
秋
季
條
よ
り
熱
田
社
へ
奉
納
さ
れ
た
︒
冷
泉
為
満
・
舟
橋
秀
賢
と
異
な
り
︑
和
歌
懐
紙
の
存
在
は
知
ら
れ
る
も
の
の
源
康
総
に
つ
い
て
は
そ
の
人
物
像
ど
こ
ろ
か
家
号
・
名
字
す
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
︒
本
稿
に
お
い
て
︑
地
下
官
人
の
系
譜
集
﹃
地
下
家
伝
﹄
や
﹃
言
継
卿
記
﹄﹃
言
経
卿
記
﹄
等
の
同
時
代
史
料
に
拠
っ
て
検
証
し
た
結
果
︑
こ
の
源
康
総
な
る
人
物
は
︑
朝
廷
の
地
下
官
人
で
あ
る
真
継
美
濃
守
康
総
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
︒
更
に
は
康
総
の
諱
・
氏
・
官
途
・
職
掌
・
養
子
縁
組
等
に
つ
い
て
も
論
及
し
た
︒
□
キ
ー
ワ
ー
ド
熱
田
神
宮
熱
田
社
奉
納
和
歌
真
継
康
総
︵
康
綱
︶
河
内
源
五
郎
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はじ
め
に
慶
長
九
年
︵
一
六
〇
四
︶
三
月
七
日
︑
公
家
の
冷
泉
為
満
・
山
科
言
緒
・
舟
橋
秀
賢
は
尾
張
国
熱
田
社
を
参
拝
︑
同
月
十
五
日
に
は
熱
田
社
家
や
熱
田
の
僧
衆
達
と
和
歌
会
を
催
し
た
︵
１
︶
︒
こ
の
時
の
冷
泉
為
満
・
舟
橋
秀
賢
・
源
康
総
の
和
歌
懐
紙
が
現
在
︑
熱
田
神
宮
に
所
蔵
さ
れ
る
︒
三
者
の
和
歌
懐
紙
︵
軸
装
︶
は
﹃
熱
田
神
宮
名
宝
図
録
︵
２
︶
﹄
に
掲
載
さ
れ
︑﹁
源
康
総
﹂
の
和
歌
は
﹁
打
か
す
む
海
つ
ら
遠
き
松
原
の
陰
も
ふ
り
ぬ
る
み
や
井
た
た
し
も
﹂
と
翻
刻
さ
れ
る
︒
同
図
録
は
︑
藤
原
為
満
を
冷
泉
為
満
に
︑
清
原
秀
賢
を
舟
橋
秀
賢
に
比
定
す
る
が
︑﹁
源
康
総
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
い
﹂
と
し
て
人
物
未
詳
と
す
る
︒
冷
泉
為
満
一
行
の
熱
田
社
参
と
熱
田
で
の
和
歌
会
に
つ
い
て
は
︑
山
田
蓉
氏
﹁
熱
田
社
宝
前
の
松
を
詠
む
﹂
に
概
説
が
あ
る
︵
３
︶
︒
山
田
氏
は
江
戸
時
代
後
期
の
編
纂
物
﹃
張
州
雑
志
﹄
に
収
録
さ
れ
る
件
の
和
歌
会
の
史
料
に
︑
同
時
代
史
料
で
あ
る
﹃
慶
長
日
件
録
﹄︵
記
主
は
和
歌
会
に
参
加
し
た
舟
橋
秀
賢
︶︑﹃
言
経
卿
記
﹄︵
記
主
は
和
歌
会
に
参
加
し
た
山
科
言
緒
の
父
で
あ
る
言
経
︶︑
を
交
え
て
考
察
し
︑
一
行
が
慶
長
九
年
︵
一
六
〇
四
︶
三
月
四
日
に
出
京
し
︑
同
七
日
に
熱
田
社
参
の
後
︑
一
行
の
内
舟
橋
秀
賢
が
十
六
日
に
伊
勢
参
宮
を
行
い
︑
二
十
一
日
に
帰
京
し
た
と
い
う
旅
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
︒
ま
た
冷
泉
為
満
の
和
歌
懐
紙
が
寛
政
十
一
年
︵
一
七
九
九
︶
に
熱
田
の
住
人
貝
谷
政
方
よ
り
熱
田
社
へ
奉
納
さ
れ
︑﹁
美
濃
守
康
綱
の
和
歌
﹂
が
︑
弘
化
四
年
︵
一
八
四
七
︶
に
大
宮
司
千
秋
季
條
に
よ
り
熱
田
社
に
奉
納
さ
れ
た
と
い
う
様
に
和
歌
懐
紙
の
伝
来
も
明
ら
か
に
し
て
お
り
︑
和
歌
会
と
和
歌
懐
紙
を
め
ぐ
る
基
礎
的
研
究
と
言
え
る
︒
但
し
︑
藤
原
︵
冷
泉
︶
為
満
・
清
原
︵
舟
橋
︶
秀
賢
・
藤
原
︵
山
科
︶
言
緒
達
和
歌
の
詠
者
の
家
号
︵
舟
橋
等
︶
を
特
定
し
た
上
で
各
人
物
の
解
説
を
付
す
も
の
の
︑﹁
美
濃
守
源
康
綱
﹂
に
つ
い
て
の
解
説
は
付
さ
れ
て
い
な
い
︒
近
年
の
執
筆
で
は
﹃
新
修
名
古
屋
市
史
︵
４
︶
﹄
が
こ
の
和
歌
会
を
次
の
様
に
纏
め
る
︒
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慶
長
九
年
︵
一
六
〇
四
︶
甲
辰
三
月
一
五
日
︑
熱
田
社
の
社
頭
に
お
い
て
﹁
社
頭
松
﹂
を
題
と
し
て
歌
が
詠
ま
れ
奉
納
さ
れ
た
︒
そ
こ
に
詠
じ
た
者
た
ち
は
︑
左
近
衛
権
中
将
藤
原
為
満
︑
右
近
衛
権
少
将
藤
原
言
緒
な
ど
の
京
人
や
熱
田
宮
の
社
人
を
含
め
た
一
九
人
で
あ
っ
た
︒
現
在
熱
田
神
宮
に
は
こ
の
時
に
詠
じ
ら
れ
た
和
歌
懐
紙
の
う
ち
︑
藤
原
︵
冷
泉
︶
為
満
︑
清
原
秀
賢
︑
源
康
綱
の
三
人
の
懐
紙
が
納
め
ら
れ
て
い
る
が
︑
そ
の
詞
書
き
に
﹁
春
日
陪
熱
田
社
宝
前
同
詠
社
頭
松
和
歌
﹂
と
あ
る
︒︵
略
︶
源
康
綱
は
︑
う
ち
霞
む
海
つ
ら
遠
き
松
原
の
影
も
ふ
り
ぬ
る
宮
居
た
た
し
も
と
そ
れ
ぞ
れ
詠
ん
だ
︒
藤
原
為
満
は
歌
学
を
も
っ
て
家
と
す
る
上
冷
泉
家
の
人
で
︑
慶
長
一
九
年
に
は
徳
川
家
康
に
古
今
和
歌
集
の
講
義
を
し
た
︒
清
原
秀
賢
は
清
原
氏
の
嫡
流
で
︑
後
陽
成
天
皇
の
侍
読
と
な
り
︑
古
書
の
博
捜
に
努
め
︑
船
橋
氏
を
称
し
た
︒
熱
田
宮
の
社
人
で
は
馬
場
是
仲
︑
粟
田
守
氏
︑
松
岡
助
典
の
名
が
み
え
︑
権
大
僧
都
幸
信
や
権
大
僧
都
以
春
︑
律
師
永
信
は
社
僧
と
思
わ
れ
る
︒
ま
た
︑
其
阿
や
僧
阿
︑
但
阿
︑
渓
阿
︑
苾
昌
宣
阿
は
時
宗
の
僧
侶
も
し
く
は
亀
井
山
円
福
寺
に
関
係
す
る
僧
ら
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
︑
熱
田
町
の
有
力
者
で
あ
る
西
加
藤
家
の
延
隆
の
子
隼
人
佐
資
景
の
弟
で
あ
る
元
隆
︵
刑
部
と
称
し
︑
佐
助
と
号
す
︒
大
瀬
古
に
住
む
︶
も
詠
じ
て
い
る
︒
そ
の
詠
は
﹁
お
も
い
き
や
名
高
き
人
を
神
垣
の
松
も
ろ
と
も
に
あ
ふ
く
へ
し
と
は
﹂
で
あ
る
︒
和
歌
会
に
つ
い
て
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
︑
こ
ち
ら
も
﹁
源
康
綱
﹂
に
つ
い
て
の
解
説
は
な
く
︑
そ
の
人
物
像
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
︒
そ
こ
で
﹁
源
康
綱
﹂
と
﹁
源
康
総
﹂
で
あ
る
が
︑
山
田
氏
や
﹃
新
修
名
古
屋
市
史
﹄
の
記
す
美
濃
守
源
康
綱
和
歌
︵
和
歌
懐
紙
︶
と
﹃
熱
田
神
宮
名
宝
図
録
﹄
所
収
の
源
康
総
和
歌
懐
紙
の
詠
歌
が
一
致
す
る
︒
山
田
氏
の
引
用
史
料
﹃
張
州
雑
志
﹄
に
も
﹁
美
濃
守
源
康
綱
﹂
と
あ
り
︑
康
総
と
康
綱
に
つ
い
て
は
︑
詠
歌
だ
け
で
な
く
官
途
︵
美
濃
守
︶
も
一
致
す
る
か
ら
︑
康
総
と
康
綱
は
同
一
人
物
で
あ
る
︒
そ
こ
で
地
下
官
人
の
系
譜
集
﹃
地
下
家
伝
︵
５
︶
﹄
所
収
の
真
継
家
の
系
譜
を
次
に
掲
げ
る
︒
熱
田
社
に
奉
納
さ
れ
た
源
康
総
和
歌
懐
紙
に
つ
い
て
︵
伊
藤
︶
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御
蔵
小
舎
人
真
継
元
新
見
姓
斎
部
元
紀
︵
略
︶
康
總
宗
弘
男
天
文
廿
一
年
月
日
生
元
亀
二
年
正
月
廿
七
日
叙
爵
十
九
歳
慶
長
四
年
七
月
十
七
日
任
美
濃
守
同
十
四
年
九
月
伊
勢
皇
太
神
宮
奉
幣
御
再
興
之
節
依
二
別
勅
一
兼
二
斎
部
姓
一
其
後
連
綿
而
勤
二
仕
之
一
寛
永
元
年
十
月
二
十
日
卒
七
十
三
歳
康
利
康
總
男
︵
以
下
略
︶
こ
の
史
料
を
見
る
と
朝
廷
の
御
蔵
小
舎
人
を
家
職
と
す
る
真
継
家
の
康
総
︵
總
︶
は
︑
慶
長
四
年
︵
一
五
九
九
︶
七
月
に
補
任
の
美
濃
守
を
極
官
と
し
て
お
り
︑
そ
の
官
途
・
諱
か
ら
慶
長
九
年
︵
一
六
〇
四
︶
三
月
に
熱
田
で
和
歌
を
詠
し
た
美
濃
守
源
康
総
は
こ
の
真
継
康
総
に
該
当
す
る
と
思
料
さ
れ
る
︒
但
し
﹃
地
下
家
伝
﹄
は
江
戸
時
代
の
編
纂
物
で
あ
り
︑
同
時
代
史
料
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
︒
そ
こ
で
山
科
言
経
の
日
記
﹃
言
経
卿
記
﹄
を
見
る
と
︑
慶
長
四
年
︵
一
五
九
九
︶
五
月
一
日
条
︵
６
︶
に
﹁
真
継
源
大
夫
ア
子
来
了
﹂
と
あ
り
美
濃
守
任
官
以
前
の
名
﹁
源
大
夫
﹂
が
記
さ
れ
︑
慶
長
六
年
︵
一
六
〇
一
︶
一
月
二
十
六
日
条
︵
７
︶
で
は
﹁
真
継
美
の
守
﹂︵
美
濃
守
︶
の
官
途
が
確
認
で
き
る
︒
件
の
和
歌
会
が
あ
っ
た
慶
長
九
年
︵
一
六
〇
四
︶
三
月
十
五
日
の
数
日
後
の
三
月
十
九
日
条
に
も
﹁
真
継
美
乃
守
﹂
と
あ
り
︑
﹃
地
下
家
伝
﹄
や
和
歌
懐
紙
の
康
総
の
官
途
﹁
美
濃
守
﹂
は
同
時
代
史
料
で
も
補
足
確
認
で
き
る
︵
８
︶
︒
官
途
・
諱
の
一
致
か
ら
︑
源
康
総
は
真
継
康
総
と
同
一
人
物
と
判
明
す
る
︒
源
康
総
が
真
継
康
総
と
判
明
し
た
の
で
︑
次
に
真
継
康
総
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
︒
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二
︑
真
継
家
の
先
行
研
究
真
継
家
及
び
真
継
康
総
︵
康
綱
︶
に
つ
い
て
は
︑
真
継
家
文
書
を
基
礎
史
料
と
し
た
御
蔵
所
小
舎
人
・
地
下
官
人
と
し
て
の
研
究
︵
９
︶
や
地
方
鋳
物
師
支
配
の
研
究
︵
10
︶
︑
そ
し
て
真
継
家
の
神
宮
奉
幣
使
謹
仕
に
関
す
る
研
究
︵
11
︶
等
を
主
題
と
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
︵
12
︶
︒
地
下
官
人
の
真
継
家
は
戦
国
時
代
の
当
主
真
継
久
直
が
蔵
人
所
御
蔵
小
舎
人
の
官
職
を
世
襲
し
た
新
見
家
︵
紀
氏
︶
よ
り
職
を
継
承
し
て
成
立
し
た
家
で
︑
近
世
の
真
継
家
は
地
下
官
人
の
立
場
か
ら
︑
御
蔵
小
舎
人
と
し
て
朝
廷
に
奉
仕
し
て
諸
役
務
を
務
め
︑
伊
勢
例
幣
使
の
一
役
に
も
任
じ
ら
れ
︑
家
業
と
し
て
全
国
の
鋳
物
師
に
免
状
を
発
給
す
る
等
の
諸
国
鋳
物
師
支
配
を
進
め
た
︵
13
︶
︒
朝
廷
よ
り
伊
勢
の
神
宮
に
派
遣
さ
れ
る
神
宮
奉
幣
使
は
元
来
︑
王
・
中
臣
・
忌
部
・
卜
部
の
四
氏
︵
四
姓
使
︶
で
構
成
さ
れ
た
が
︑
近
世
初
期
に
は
王
・
忌
部
氏
は
適
任
者
不
在
の
為
︑
王
代
・
忌
部
代
と
い
う
代
役
が
立
て
ら
れ
︑
こ
の
忌
部
代
に
真
継
家
が
就
任
し
︑
以
後
近
世
を
通
じ
て
家
職
化
す
る
が
︑
そ
の
初
期
と
し
て
康
総
・
康
利
父
子
が
注
目
さ
れ
る
︵
14
︶
︒
ま
た
真
継
康
総
は
養
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
︑
家
督
継
承
が
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
︑
家
督
継
承
だ
け
で
な
く
職
の
継
承
・
発
展
と
い
う
視
点
も
含
め
︑
複
雑
で
あ
る
系
譜
の
研
究
も
行
わ
れ
た
︵
15
︶
︒
真
継
康
総
個
人
に
つ
い
て
は
笹
本
正
治
氏
の
論
考
︵
16
︶
が
あ
る
︒
真
継
家
の
養
子
と
な
っ
た
康
総
︵
康
綱
︶
の
系
譜
関
係
︑﹃
地
下
家
伝
﹄
に
よ
る
経
歴
の
確
認
等
の
基
礎
的
研
究
で
は
あ
る
が
︑
同
時
代
史
料
を
多
分
に
用
い
た
人
物
研
究
に
は
至
っ
て
い
な
い
︒
康
総
は
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
の
変
革
期
に
お
け
る
真
継
家
当
主
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も
の
の
︑
康
総
個
人
の
人
物
史
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
多
い
︒熱田
社
に
奉
納
さ
れ
た
源
康
総
和
歌
懐
紙
に
つ
い
て
︵
伊
藤
︶
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三
︑
康
総
の
諱
に
つ
い
て
︱
康
総
か
康
綱
か
︱
和
歌
懐
紙
を
め
ぐ
る
源
康
総
と
源
康
綱
と
の
諱
の
相
違
は
前
述
し
た
が
︑
そ
れ
は
真
継
家
研
究
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
︒
そ
こ
で
先
行
研
究
・
史
料
集
を
整
理
す
る
と
︑﹁
康
綱
﹂
と
す
る
も
の
に
︑﹃
新
修
名
古
屋
市
史
︵
17
︶
﹄﹃
張
州
雑
志
︵
18
︶
﹄﹃
中
世
鋳
物
師
史
料
︵
19
︶
﹄﹃
日
本
前
近
代
社
会
に
お
け
る
下
級
官
人
の
研
究
︱
真
継
家
を
中
心
と
し
て
︱
︵
20
︶
﹄
の
ほ
か
︑
笹
本
正
治
氏
︵
21
︶
︑
吉
竹
正
明
氏
︵
22
︶
︑
秋
山
晶
則
氏
︵
23
︶
︑
山
田
蓉
氏
︵
24
︶
の
諸
論
文
が
あ
り
︑﹁
康
総
︵
總
︶﹂
と
す
る
も
の
に
︑﹃
地
下
家
伝
︵
25
︶
﹄︑﹃
歴
名
土
代
︵
26
︶
﹄﹃
言
継
卿
記
︵
27
︶
﹄︑﹃
言
経
卿
記
︵
28
︶
﹄﹃
熱
田
神
宮
名
宝
図
録
︵
29
︶
﹄
の
ほ
か
︑
網
野
善
彦
氏
︵
30
︶
︑
渡
辺
和
敏
氏
︵
31
︶
︑
藤
森
馨
氏
︵
32
︶
の
諸
論
文
が
あ
り
︑
赤
坂
恒
明
氏
︵
33
︶
は
﹁
康
総
﹂﹁
康
綱
﹂
両
方
を
記
す
︒
一
例
に
笹
本
氏
の
真
継
﹁
康
綱
﹂
の
解
説
を
次
に
掲
げ
る
︒
真
継
家
の
公
式
見
解
と
も
い
え
る
﹃
地
下
家
伝
﹄
に
採
ら
れ
て
い
る
系
図
に
よ
れ
ば
︑
康
綱
は
真
継
宗
弘
を
父
と
し
て
天
文
二
十
一
年
に
生
れ
た
︒
そ
し
て
元
亀
二
年
︵
一
五
七
一
︶
に
正
月
二
十
七
日
に
十
九
歳
叙
爵
し
︑
慶
長
四
年
︵
一
五
九
九
︶
七
月
十
七
日
に
美
濃
守
に
任
ぜ
ら
れ
︑
同
十
四
年
伊
勢
皇
太
神
宮
の
奉
幣
使
が
再
興
さ
れ
た
節
に
別
勅
に
よ
っ
て
斎
部
姓
を
兼
ね
︑
そ
の
後
連
綿
と
し
て
奉
幣
使
の
役
割
を
勤
め
︑
寛
永
元
年
十
月
二
十
日
に
七
十
三
歳
で
死
ん
だ
と
い
う
︒
こ
の
記
載
は
真
継
家
文
書
中
の
﹁
出
納
御
蔵
家
伝
﹂
や
﹁
家
伝
﹂
な
ど
で
も
差
異
が
な
い
︒
笹
本
氏
の
述
べ
る
﹁
康
綱
﹂
の
履
歴
は
先
に
引
用
し
た
﹃
地
下
家
伝
︵
34
︶
﹄
の
康
総
の
履
歴
と
一
致
し
て
お
り
︑
康
総
と
康
綱
は
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
︒﹃
地
下
家
伝
﹄
に
は
康
総
・
康
綱
の
改
名
に
関
す
る
記
録
は
な
く
︑
二
つ
の
諱
を
使
い
分
け
た
と
も
考
え
に
く
い
︒
こ
の
相
違
は
﹁
総
﹂
と
﹁
綱
﹂
の
文
字
の
判
読
の
相
違
と
思
わ
れ
︑
そ
う
な
る
と
近
年
の
研
究
者
の
翻
刻
だ
け
で
な
く
︑
江
戸
時
代
に
お
け
る
文
書
・
系
図
・
編
纂
物
の
作
成
過
程
で
の
判
読
・
誤
写
・
誤
解
等
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
︒
す
る
と
諱
の
判
読
は
︑
康
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総
︵
康
綱
︶
本
人
の
自
署
や
﹃
言
継
卿
記
﹄﹃
言
経
卿
記
﹄
等
の
同
時
代
史
料
の
原
本
確
認
が
望
ま
れ
る
︒
そ
の
意
味
で
﹁
源
康
総
筆
︵
35
︶
﹂
と
さ
れ
る
和
歌
懐
紙
は
︑
康
総
の
諱
を
考
え
る
上
で
も
重
視
さ
れ
る
︒
本
稿
で
は
﹃
熱
田
神
宮
名
宝
図
録
﹄
の
源
康
総
の
和
歌
懐
紙
の
図
版
写
真
︵
36
︶
を
確
認
の
上
︑
同
書
の
﹁
康
総
﹂
の
翻
刻
に
従
い
︑
他
の
論
文
・
史
料
か
ら
の
本
文
引
用
部
分
を
除
き
︑
便
宜
上
﹁
康
総
﹂
で
統
一
す
る
が
︑
康
総
の
諱
に
つ
い
て
は
更
な
る
研
究
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒
四
︑
河
内
源
五
郎
と
真
継
康
総
真
継
康
総
は
真
継
家
入
嗣
以
前
に
﹁
河
内
源
五
郎
﹂
を
称
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
︒
網
野
善
彦
氏
は
真
継
家
文
書
を
根
拠
に
河
内
源
五
郎
と
真
継
康
綱
が
同
一
人
物
と
推
測
す
る
︵
37
︶
︒
笹
本
正
治
氏
も
永
禄
九
年
︵
一
五
六
六
︶
十
二
月
七
日
付
文
書
の
宛
名
に
注
目
し
﹁
真
継
兵
庫
助
︵
久
直
︶
と
並
ん
で
宛
名
に
な
っ
て
い
る
河
内
源
五
郎
が
康
綱
で
あ
る
可
能
性
は
大
き
く
︑
正
規
な
あ
て
名
に
河
内
の
姓
が
出
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
﹂﹁
久
直
の
跡
を
継
い
だ
康
綱
が
河
内
氏
か
ら
入
っ
て
き
た
可
能
性
は
大
き
く
︵
38
︶
﹂︑﹁
久
直
の
跡
を
継
い
だ
康
綱
は
河
内
康
胤
の
子
供
で
︵
四
−
二
−
三
︶︑
永
禄
九
年
︵
一
五
六
六
︶
に
久
直
と
と
も
に
鋳
物
師
支
配
の
活
動
を
し
て
い
た
河
内
源
五
郎
︵
一
−
一
三
︶
そ
の
人
︑
も
し
く
は
彼
の
関
係
者
で
あ
う
︵
39
︶
﹂
と
述
べ
︑
河
内
康
胤
の
子
河
内
康
総
が
真
継
久
直
の
養
子
と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
す
る
︒
ま
た
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
系
図
に
依
拠
し
﹁
康
綱
は
本
来
河
内
姓
で
あ
っ
た
﹂
と
し
︑
永
禄
九
年
河
内
源
五
郎
宛
書
状
︑
年
未
詳
河
内
源
兵
衛
書
状
の
宛
名
で
あ
る
二
名
の
河
内
氏
の
内
﹁
一
方
は
康
綱
で
あ
ろ
う
﹂
と
も
推
定
す
る
︵
40
︶
︒
本
稿
で
は
真
継
家
文
書
を
根
拠
と
し
た
先
行
研
究
と
は
異
な
っ
た
方
法
︑
即
ち
﹃
言
継
卿
記
﹄
等
か
ら
真
継
家
と
河
内
家
に
つ
い
て
検
討
し
︑
河
内
源
五
郎
が
真
継
康
総
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
︒
﹃
言
継
卿
記
﹄
に
は
公
家
柳
原
邸
で
の
和
歌
連
歌
会
の
記
事
が
複
数
記
載
さ
れ
る
︒
そ
の
参
会
者
と
し
て
永
禄
九
年
︵
一
五
六
六
︶
十
熱
田
社
に
奉
納
さ
れ
た
源
康
総
和
歌
懐
紙
に
つ
い
て
︵
伊
藤
︶
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月
二
十
五
日
条
に
﹁
真
継
兵
庫
久
直
︑
四
︑
河
内
源
五
郎
康
總
一
﹂︑
永
禄
十
年
︵
一
五
六
七
︶
一
月
二
十
五
日
条
に
﹁
真
継
兵
庫
助
︑
三
︑
河
内
源
五
郎
一
︑﹂
と
真
継
兵
庫
助
久
直
と
河
内
源
五
郎
康
総
が
連
続
し
て
記
録
さ
れ
る
︵
41
︶
︒
こ
の
表
記
は
両
者
の
関
係
が
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
よ
う
︒﹃
言
継
卿
記
﹄
永
禄
十
年
︵
一
五
六
七
︶
一
月
七
日
条
に
は
﹁
真
継
柳
原
内
兵
庫
助
︑
同
源
五
郎
﹂
と
あ
り
︵
42
︶
︑﹁
同
﹂
は
﹁
真
継
﹂
に
︑﹁
源
五
郎
﹂
は
先
述
の
河
内
源
五
郎
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
︒﹃
言
継
卿
記
﹄
永
禄
十
二
年
︵
一
五
六
九
︶
閏
五
月
十
八
日
条
に
﹁
真
次
源
五
郎
﹂︑
元
亀
二
年
︵
一
五
七
一
︶
一
月
十
九
日
条
に
﹁
真
継
源
五
郎
︵
43
︶
﹂
と
記
録
さ
れ
る
︒
﹃
歴
名
土
代
﹄
の
﹁
従
五
位
下
﹂
の
項
に
も
﹁
藤
康
総
柳
原
侍
真
継
源
太
郎
イ
同
二
・
正
・
廿
七
︵
44
︶
﹂︵﹁
同
﹂
は
元
亀
︶
と
あ
り
︑
柳
原
家
侍
の
真
継
︵
藤
原
︶
康
総
の
叙
位
が
知
ら
れ
る
が
︑
河
内
源
五
郎
康
総
と
﹁
真
継
藤
康
総
﹂
は
諱
が
一
致
し
︑﹃
歴
名
土
代
﹄
の
﹁
源
太
郎
﹂
は
﹁
源
五
郎
﹂
の
誤
り
と
す
る
と
通
称
も
一
致
す
る
︒
ま
た
﹃
言
継
卿
記
﹄
永
禄
十
年
︵
一
五
六
七
︶
一
月
二
十
一
日
条
に
﹁
人
数
柳
原
一
位
︑
同
北
向
︑
予
︑
高
辻
︑
内
蔵
頭
︑
北
野
之
青
松
院
︑
真
継
父
子
等
也
︵
45
︶
﹂
と
あ
る
真
継
久
直
邸
法
楽
夢
想
連
歌
の
記
事
︑
そ
し
て
前
述
の
様
に
言
継
は
﹁
真
継
兵
庫
久
直
︑
四
︑
河
内
源
五
郎
康
總
一
﹂
の
様
に
真
継
久
直
・
河
内
康
総
を
父
子
の
順
に
記
す
傾
向
が
あ
り
︑﹁
真
継
父
子
﹂
も
真
継
久
直
・
康
総
を
意
味
し
よ
う
︒
よ
っ
て
永
禄
十
年
︵
一
五
六
七
︶
時
点
で
真
継
久
直
と
河
内
康
総
の
父
子
関
係
が
確
認
で
き
る
︒
以
上
の
様
に
河
内
康
総
と
真
継
康
総
は
同
一
人
物
に
比
定
さ
れ
る
︒
五
︑
真
継
康
総
と
北
面
の
侍
真
継
久
直
・
康
総
の
養
子
縁
組
に
つ
い
て
は
︑
真
継
家
文
書
の
内
の
正
親
町
天
皇
女
房
奉
書
︵
46
︶
に
次
の
様
に
記
さ
れ
る
︒
け
ん
五
郎
事
︑
た
う
の
さ
ふ
ら
ひ
の
こ
︑
ほ
く
め
ん
に
や
う
し
候
て
︑
へ
ち
き
な
き
せ
ん
れ
い
候
ハ
ヽ
︑
し
よ
し
や
く
の
こ
と
ハ
︑
御
心
へ
候
よ
し
︑
申
と
て
候
︑
か
し
く
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仰
元
亀
二元〻
正
廿
七
︵
墨
引
︶
日
の
ゝ
一
位
と
の
へ
﹁
た
う
の
﹂
侍
の
子
で
あ
る
源
五
郎
︵
康
総
︶
が
﹁
ほ
く
め
ん
﹂
に
養
子
に
入
り
︑
そ
の
家
の
先
例
に
よ
り
叙
爵
し
た
と
い
う
︒
こ
の
﹁
ほ
く
め
ん
﹂
に
つ
い
て
は
︑﹃
お
湯
殿
の
上
の
日
記
﹄
元
亀
二
年
︵
一
五
七
一
︶
正
月
二
十
三
日
条
﹁
や
な
き
は
ら
ま
つ
き
け
ん
五
郎
ほ
く
め
ん
の
さ
ふ
ら
ひ
︒
や
な
き
は
ら
あ
つ
か
り
の
あ
と
に
し
た
て
ら
れ
候
と
て
︒
し
よ
し
や
く
申
は
︒
御
心
え
の
よ
し
あ
り
︒
廿
七
日
の
日
つ
け
の
よ
し
あ
り
︵
47
︶
︒﹂
か
ら
も
康
総
が
北
面
の
侍
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
︒
ま
た
同
記
録
の
天
正
十
六
年
︵
一
五
八
八
︶
閏
五
月
六
日
条
に
は
﹁
御
こ
し
そ
へ
ほ
く
め
ん
也
︒
山
か
た
︒
ま
つ
な
み
︒
い
の
う
へ
︒
ま
つ
き
也
︵
48
︶
︒﹂
と
あ
り
御
輿
添
役
の
具
体
的
様
子
が
窺
わ
れ
︑
こ
の
﹁
ま
つ
き
﹂︵
真
継
︶
は
康
総
本
人
と
見
る
こ
と
も
出
来
よ
う
︒
ま
た
康
総
は
﹁
た
う
の
さ
ふ
ら
ひ
﹂
と
い
う
侍
の
家
柄
を
出
自
と
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
︒
そ
こ
で
明
応
八
年
︵
一
四
九
九
︶
に
生
れ
慶
長
九
年
︵
一
六
〇
四
︶
に
百
六
歳
で
死
去
し
た
と
い
う
元
幕
府
衆
で
後
に
故
実
家
・
医
者
と
し
て
活
動
し
た
大
和
晴
完
の
故
実
書
と
さ
れ
る
﹁
大
和
大
和
守
晴
完
入
道
宗
恕
筆
記
︵
49
︶
﹂
の
次
の
記
述
を
見
た
い
︒
一
北
面
輩
事
近
衛
殿
進
藤
斎
藤
一
条
殿
堀
川
西
園
寺
殿
案
主
友
也
御
厩
主
也
田
中
久
我
殿
本
庄
日
野
殿
松
波
山
県
烏
丸
殿
世
続
中
御
門
殿
今
井
田
中
山
科
殿
大
沢
左
衛
門
大
夫
庭
田
殿
河
端
左
衛
門
尉
花
山
院
殿
安
芸
族
柳
原
殿
松
波
河
内
越
前
熱
田
社
に
奉
納
さ
れ
た
源
康
総
和
歌
懐
紙
に
つ
い
て
︵
伊
藤
︶
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内
膳
民
部
少
輔
高
橋
ハ
北
面
二
准
せ
ら
る
ゝ
也
︑
一
諸
大
夫
︵
略
︶
諸
大
夫
に
ハ
名
字
無
之
︑
上
北
面
と
ハ
諸
大
夫
を
云
︑
下
北
面
ハ
侍
也
右
の
﹁
北
面
輩
﹂
即
ち
﹁
下
北
面
﹂
の
侍
と
し
て
河
内
氏
が
挙
げ
ら
れ
︑
更
に
河
内
家
は
柳
原
家
支
配
で
あ
っ
た
と
窺
わ
れ
る
︒
中
世
後
期
の
四
位
・
五
位
の
叙
位
者
名
簿
﹃
歴
名
土
代
﹄
の
﹁
従
五
位
下
﹂
の
項
に
﹁
藤
康
総
柳
原
侍
真
継
源
太
郎
イ
同
二
・
正
・
廿
七
︵
50
︶
﹂︵﹁
同
﹂
は
元
亀
︶
と
あ
る
か
ら
︑﹃
言
継
卿
記
﹄
の
﹁
真
継
柳
原
内
兵
庫
助
︑
同
源
五
郎
﹂
の
﹁
柳
原
内
﹂
と
あ
る
様
に
真
継
家
も
ま
た
柳
原
家
の
配
下
で
あ
ろ
う
︒
時
期
的
に
は
不
明
で
あ
る
が
︑
両
家
は
柳
原
家
支
配
下
で
あ
っ
た
こ
と
︑
北
面
の
侍
で
あ
っ
た
こ
と
に
共
通
点
が
見
ら
れ
る
︒
河
内
家
と
真
継
家
の
関
係
を
考
慮
す
る
上
で
参
考
と
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
︒
﹃
言
継
卿
記
﹄
に
は
永
禄
十
年
︵
一
五
六
七
︶
二
月
廿
四
日
条
に
﹁
布
施
弥
太
郎
蒙
レ
疵
云
々
︑
與
二
河
内
源
五
郎
一
口
論
云
々
︑
不
可
説
々
々
々
︑
愛
洲
薬
遣
レ
之
︵
51
︶
﹂
と
あ
り
︑
河
内
康
総
は
幕
府
奉
行
人
布
施
氏
の
一
族
と
思
わ
れ
る
布
施
弥
太
郎
を
負
傷
さ
せ
て
お
り
︑
同
記
録
元
亀
元
年
︵
一
五
七
〇
︶
八
月
二
十
一
日
条
︵
52
︶
に
は
﹁
大
胡
武
蔵
守
︑
河
内
源
五
郎
等
来
談
︑
次
冷
泉
兒
︑
雲
松
軒
︑
本
郷
虎
猿
等
来
談
﹂
と
あ
り
剣
豪
上
泉
信
綱
︵
大
胡
武
蔵
守
︶
と
康
総
の
交
流
も
記
録
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
記
事
は
上
泉
信
綱
と
河
内
康
総
が
山
科
家
を
訪
問
︑
そ
の
次
に
冷
泉
・
雲
松
軒
・
本
郷
が
山
科
家
を
訪
問
と
あ
る
様
に
︑
信
綱
と
康
総
は
共
に
言
継
邸
を
訪
問
し
た
と
見
る
べ
き
で
︑
信
綱
と
康
総
は
知
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
︒
こ
の
史
料
に
よ
り
︑
直
ち
に
康
総
が
上
泉
信
綱
の
新
陰
流
兵
法
の
門
人
で
あ
っ
た
と
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
が
︑
信
綱
と
康
総
と
の
間
に
兵
法
剣
術
の
会
話
が
無
か
っ
た
と
も
考
え
に
く
く
︑
武
芸
に
関
連
し
て
留
意
し
て
お
い
て
良
か
ろ
う
︵
53
︶
︒
康
総
の
﹁
侍
﹂
と
し
て
の
活
動
は
不
明
な
点
が
多
く
︑
参
考
と
し
て
掲
げ
て
お
く
も
の
で
あ
る
︒
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六
︑
源
五
郎
か
ら
源
大
夫
へ
の
改
名
真
継
康
総
は
先
に
述
べ
た
様
に
﹃
言
継
卿
記
﹄
で
は
﹁
源
五
郎
﹂
と
記
録
さ
れ
︑﹃
言
経
卿
記
﹄
の
﹁
真
継
源
大
夫
﹂﹁
真
継
美
乃
守
﹂
の
官
途
の
変
化
は
﹃
地
下
家
伝
﹄
の
慶
長
四
年
の
任
美
濃
守
の
記
事
と
整
合
性
が
あ
る
︒
ま
た
︑﹃
言
経
卿
記
﹄
は
﹁
真
継
美
濃
守
康
総
︵
54
︶
﹂
と
も
記
し
て
お
り
︑
康
総
は
河
内
源
五
郎
・
真
継
源
五
郎
・
真
継
源
大
夫
・
真
継
美
濃
守
と
そ
の
名
を
変
え
た
︒
源
大
夫
か
ら
美
濃
守
へ
の
変
化
は
︑
任
官
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
︑﹁
源
五
郎
﹂
か
ら
﹁
源
大
夫
﹂
へ
の
改
名
は
何
を
契
機
と
し
た
も
の
か
︒
そ
れ
は
元
亀
二
年
︵
一
五
七
一
︶
の
叙
爵
に
依
拠
す
る
と
考
え
る
︒
前
述
の
﹁
大
和
大
和
守
晴
完
入
道
宗
恕
筆
記
︵
55
︶
﹂
に
は
﹁
五
位
の
時
ハ
大
夫
と
云
也
﹂
と
あ
り
︑
江
戸
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
故
実
書
﹃
貞
丈
雑
記
︵
56
︶
﹄
に
は
﹁
何
太
夫
と
云
う
名
は
︑
五
位
に
な
り
た
る
人
の
名
な
り
︒︵
略
︶
た
と
え
ば
源
氏
の
人
五
位
に
成
り
た
る
は
﹁
源
太
夫
﹂
な
り
︒
平
氏
は
﹁
平
太
夫
﹂︑
藤
原
氏
は
﹁
藤
太
夫
﹂︵
略
︶﹂
と
あ
る
︒
康
総
の
叙
爵
か
ら
約
半
年
後
の
﹃
言
継
卿
記
﹄
元
亀
二
年
︵
一
五
七
一
︶
七
月
七
日
条
に
は
﹁
真
継
源
五
郎
﹂
と
あ
り
︑
こ
の
時
点
で
は
﹁
源
大
夫
﹂
を
称
し
て
い
な
か
っ
た
か
︑
言
継
の
誤
記
と
も
言
継
が
康
総
の
改
名
を
知
ら
な
か
っ
た
の
か
は
確
定
で
き
な
い
︒
﹃
言
経
卿
記
﹄
天
正
十
年
︵
一
五
八
二
︶
正
月
三
日
条
に
﹁
真
継
兵
庫
助
・
同
源
大
夫
︵
57
︶
﹂
と
あ
り
こ
の
時
点
で
の
改
名
は
日
記
で
も
確
認
さ
れ
る
︒
そ
の
改
名
が
何
時
頃
に
遡
る
の
か
は
不
明
な
が
ら
︑
改
称
の
理
由
は
﹁
五
位
に
な
り
た
る
人
﹂
即
ち
叙
爵
に
由
来
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
熱
田
社
に
奉
納
さ
れ
た
源
康
総
和
歌
懐
紙
に
つ
い
て
︵
伊
藤
︶
―11―
七
︑
真
継
康
総
の
氏
に
つ
い
て
次
に
康
総
の
氏
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
︒
先
に
引
用
し
た
﹃
地
下
家
伝
﹄
の
﹁
御
蔵
小
舎
人
真
継
元
新
見
姓
斎
部
元
紀
﹂
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
︒
紀
氏
・
忌
部
氏
に
つ
い
て
は
︑
前
述
の
如
く
真
継
家
が
新
見
家
︵
紀
氏
︶
の
家
職
と
し
た
御
蔵
職
を
継
承
し
た
こ
と
︑
神
宮
奉
幣
使
忌
部
代
を
世
襲
し
た
こ
と
を
反
映
し
た
記
述
で
あ
ろ
う
︒
こ
れ
も
先
に
引
用
し
た
が
︑
同
時
代
史
料
で
あ
る
﹃
歴
名
土
代
﹄
に
は
﹁
藤
康
総
﹂
と
あ
る
様
に
︑
元
亀
二
年
時
点
で
真
継
家
は
藤
原
氏
と
記
録
さ
れ
る
︒
し
か
し
な
が
ら
康
総
の
養
父
で
あ
る
真
継
久
直
は
︑
天
文
十
四
年
︵
一
五
四
五
︶
の
任
兵
庫
助
︑
天
正
十
四
年
︵
一
五
八
六
︶
の
任
伊
豆
守
の
口
宣
案
に
は
﹁
小
野
久
直
﹂
と
あ
り
︵
58
︶
小
野
氏
と
の
記
述
が
あ
る
︒
和
歌
懐
紙
以
外
で
康
総
を
源
氏
と
記
録
し
た
史
料
と
し
て
は
︑
享
保
二
十
年
︵
一
七
三
五
︶
に
原
形
が
成
立
し
た
と
想
定
さ
れ
る
﹃
百
年
以
来
近
代
地
下
諸
家
伝
﹄
が
あ
り
︑
真
継
家
の
項
で
は
﹁
康
綱
﹂
と
﹁
久
忠
﹂
は
﹁
源
氏
﹂
と
さ
れ
︑
翻
刻
者
の
赤
坂
氏
も
﹁
江
戸
時
代
に
伊
勢
奉
幣
の
忌
部
使
を
勤
仕
し
た
︑
御
倉
小
舎
人
の
真
継
家
︵
紀
氏
︶
の
康
綱
︵﹃
地
下
家
伝
﹄
で
は
康
總
︶
と
久
忠
を
﹁
源
氏
﹂
で
あ
る
と
し
︑
玄
弘
に
﹁
姓
改
紀
﹂
と
注
記
す
る
﹂
と
注
目
す
る
︵
59
︶
︒
赤
坂
氏
に
よ
る
と
該
当
部
分
の
詳
細
は
﹁
康
綱
源
氏
従
五
下
美
濃
守
﹂
﹁
久
忠
源
氏
従
五
上
伊
予
守
母
出
納
職
忠
女
﹂
で
あ
り
︑﹁
な
お
︑
本
史
料
に
は
︑
久
忠
は
紀
氏
で
な
く
源
氏
で
あ
り
︑
紀
氏
に
改
め
た
の
は
︑
久
忠
の
代
の
玄
弘
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
︵
60
︶
﹂
と
し
て
︑
真
継
久
忠
が
源
氏
と
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
注
視
す
る
が
︑
真
継
家
当
主
が
一
時
源
氏
を
称
し
た
理
由
に
つ
い
て
の
解
釈
は
な
さ
れ
て
い
な
い
︒
た
だ
﹃
百
年
以
来
近
代
地
下
諸
家
伝
﹄
成
立
時
点
で
真
継
康
総
・
久
忠
が
源
氏
を
称
し
た
と
い
う
情
報
が
存
在
し
た
こ
と
が
窺
知
さ
れ
る
︒
慶
長
九
年
の
熱
田
で
の
和
歌
会
に
参
加
し
た
源
氏
真
継
家
の
当
主
は
﹁
源
康
総
﹂
一
人
で
あ
っ
た
か
ら
︑
久
忠
を
も
源
氏
と
記
録
す
る
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﹃
百
年
以
来
近
代
地
下
諸
家
伝
﹄
は
︑
件
の
源
康
総
和
歌
懐
紙
を
情
報
源
と
し
て
お
ら
ず
︑
系
譜
・
史
料
・
口
頭
伝
承
を
含
め
別
の
根
拠
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
︒
尚
︑
赤
坂
氏
は
青
木
庸
行
撰
﹃
百
年
以
来
近
代
地
下
諸
家
伝
﹄
が
江
戸
時
代
末
期
に
成
立
し
た
三
上
景
文
撰
﹃
地
下
家
伝
﹄
と
は
﹁
基
本
的
に
別
系
統
の
書
で
あ
る
と
見
做
す
べ
き
で
あ
り
︑
江
戸
時
代
前
期
に
お
け
る
地
下
官
人
を
研
究
す
る
た
め
の
基
礎
史
料
と
し
て
重
要
な
文
献
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
︵
61
︶
﹂
と
す
る
︒
真
継
康
総
︵
系
譜
で
は
﹁
康
綱
﹂
︶
が
源
氏
を
称
し
た
と
す
る
系
譜
の
注
記
部
分
は
︑
本
稿
で
述
べ
た
と
お
り
和
歌
懐
紙
の
源
康
総
が
真
継
康
総
で
あ
る
か
ら
︑
同
時
代
史
料
で
補
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
︒
そ
し
て
康
総
が
﹃
歴
名
土
代
﹄
で
は
藤
氏
と
記
録
さ
れ
る
も
の
の
︑
和
歌
懐
紙
で
は
源
氏
と
称
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
︑
和
歌
懐
紙
と
は
別
の
情
報
源
を
持
つ
と
推
測
さ
れ
る
﹃
百
年
以
来
近
代
地
下
諸
家
伝
﹄
に
康
総
源
氏
の
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑
や
は
り
康
総
が
源
氏
を
称
し
た
こ
と
自
体
は
事
実
と
確
認
さ
れ
よ
う
︒
そ
こ
で
件
の
和
歌
懐
紙
に
﹁
源
康
総
﹂
と
記
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
︒
康
総
は
河
内
の
名
字
を
称
し
た
頃
か
ら
﹁
源
五
郎
﹂
を
称
し
︑
真
継
家
に
入
っ
た
後
も
﹁
源
五
郎
﹂﹁
源
大
夫
﹂
を
称
し
任
官
ま
で
﹁
源
﹂
の
字
を
継
続
し
て
冠
し
た
︒
こ
こ
で
先
に
引
用
し
た
﹃
貞
丈
雑
記
﹄
の
﹁
た
と
え
ば
源
氏
の
人
五
位
に
成
り
た
る
は
﹁
源
太
夫
﹂
な
り
﹂
の
規
則
性
に
注
目
す
る
と
︑
河
内
の
名
字
の
頃
か
ら
﹁
源
五
郎
﹂
を
称
し
︑
真
継
家
を
称
し
て
も
﹁
源
﹂
の
名
を
継
続
し
て
称
し
た
こ
と
か
ら
︑
河
内
家
が
源
氏
で
あ
り
︑
康
総
が
河
内
家
の
氏
で
あ
る
源
氏
を
称
し
た
の
で
は
な
い
か
︑
と
い
う
一
仮
説
を
提
示
し
て
お
き
た
い
︒
お
わ
り
に
本
稿
で
は
熱
田
社
に
奉
納
さ
れ
た
源
康
総
和
歌
懐
紙
に
注
目
し
︑
そ
の
人
物
像
が
明
か
で
な
か
っ
た
源
康
総
を
︑
御
蔵
小
舎
人
で
諸
国
鋳
物
師
支
配
を
進
め
た
真
継
康
総
に
比
定
し
た
︒
久
直
と
の
養
子
縁
組
や
氏
や
諱
︑
北
面
の
武
士
と
し
て
の
活
動
等
︑
従
来
余
り
指
摘
さ
熱
田
社
に
奉
納
さ
れ
た
源
康
総
和
歌
懐
紙
に
つ
い
て
︵
伊
藤
︶
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れ
て
こ
な
か
っ
た
康
総
の
一
面
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
等
︑
真
継
家
文
書
を
中
心
と
し
て
進
め
ら
れ
た
康
総
の
人
物
史
に
︑
和
歌
懐
紙
や
公
家
日
記
を
用
い
る
こ
と
で
新
た
な
成
果
を
付
け
加
え
た
︒
前
述
の
様
に
︑
康
総
の
諱
の
判
読
に
つ
い
て
は
同
時
代
史
料
原
本
の
比
較
が
必
要
と
思
わ
れ
る
︒
ま
た
和
歌
懐
紙
を
め
ぐ
っ
て
は
真
継
康
総
と
冷
泉
為
満
・
山
科
言
緒
・
舟
橋
秀
賢
と
の
関
係
︑
そ
し
て
慶
長
九
年
︵
一
五
八
一
︶
三
月
十
五
日
に
尾
張
熱
田
で
行
わ
れ
た
和
歌
会
や
冷
泉
為
満
一
行
の
旅
程
そ
の
も
の
の
再
検
討
を
今
後
の
課
題
に
挙
げ
て
お
く
︒
本
稿
は
︑
件
の
和
歌
懐
紙
の
源
康
総
が
真
継
康
総
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
で
目
的
を
達
成
し
た
も
の
と
し
︑
擱
筆
す
る
︒
註
︵
1
︶﹃
大
日
本
史
料
第
十
二
編
の
二
﹄︒
同
書
所
収
の
﹁
慶
長
日
件
録
﹂
に
よ
る
と
三
月
七
日
の
社
参
︑﹁
張
州
雑
志
抄
﹂
に
よ
る
と
三
月
十
五
日
の
﹁
熱
田
社
法
楽
和
歌
﹂
興
行
が
記
さ
れ
る
︒
︵
2
︶
熱
田
神
宮
文
化
課
編
・
熱
田
神
宮
宮
庁
発
行
﹃
熱
田
神
宮
名
宝
図
録
﹄︵
平
成
十
二
年
改
訂
再
版
︶︒
尚
︑
改
訂
後
の
﹃
熱
田
神
宮
名
宝
図
録
﹄︵
平
成
二
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
発
行
︶
で
は
康
総
の
和
歌
懐
紙
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
︒
︵
3
︶
山
田
蓉
﹁
熱
田
社
宝
前
の
松
を
詠
む
﹂︵﹃
社
報
あ
つ
た
﹄
一
四
四
号
昭
和
六
十
二
年
︶
︵
4
︶﹃
新
修
名
古
屋
市
史
﹄
第
三
巻
︑︵
平
成
十
一
年
︑
名
古
屋
市
︶
︵
5
︶
正
宗
敦
夫
﹃
地
下
家
伝
﹄
上
︑︵
自
治
日
報
社
昭
和
四
十
三
年
︶
︵
6
︶
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
﹃
大
日
本
古
記
録
言
経
卿
記
﹄
九
巻
︵
岩
波
書
店
平
成
四
年
︶
︵
7
︶
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
﹃
大
日
本
古
記
録
言
経
卿
記
﹄
十
一
巻
︵
岩
波
書
店
平
成
四
年
︶
︵
8
︶﹃
大
日
本
古
記
録
言
経
卿
記
﹄
十
二
巻
︵
岩
波
書
店
平
成
四
年
︶
慶
長
九
年
三
月
十
九
日
条
︒
ま
た
﹃
言
継
卿
記
﹄
永
禄
元
年
正
月
三
日
条
に
―14―
﹁
真
継
柳
原
内
美
乃
守
・
同
兵
庫
助
﹂
と
あ
る
が
︑
本
文
で
も
述
べ
た
様
に
永
禄
六
年
時
点
で
真
継
康
総
は
真
継
家
に
養
子
に
入
る
前
の
河
内
源
五
郎
で
記
録
さ
れ
て
お
り
︑
こ
の
時
の
真
継
美
濃
守
は
康
総
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
︒
︵
9
︶
稲
葉
伸
道
﹃
日
本
前
近
代
社
会
に
お
け
る
下
級
官
人
の
研
究
︱
真
継
家
を
中
心
と
し
て
﹄︵
平
成
十
七
年
︶
︵
10
︶
鋳
物
関
係
か
ら
真
継
家
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
︑
吉
竹
正
明
﹁
真
継
久
直
と
鋳
物
組
織
の
結
び
つ
き
に
お
け
る
柳
原
資
定
と
大
内
氏
の
役
割
﹂
︵﹃
龍
谷
日
本
史
研
究
﹄
三
八
︑
平
成
二
十
七
年
︶︑
網
野
善
彦
﹁
真
継
文
書
に
み
え
る
平
安
末
期
～
南
北
朝
期
の
文
書
に
つ
い
て
﹂︵﹃
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
﹄
五
六
︑
昭
和
四
十
七
年
︶﹁
真
継
文
書
に
み
え
る
戦
国
期
の
文
書
︵
一
︶
︱
解
説
と
紹
介
︱
﹂︵﹃
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
﹄
六
十
二
号
︑
昭
和
四
十
九
年
︶﹁
真
継
文
書
︱
戦
国
期
︵
二
︶﹂︵﹃
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
﹄
六
十
八
号
︑
昭
和
五
十
二
年
︶
真
継
文
書
に
み
え
る
戦
国
期
～
江
戸
初
期
の
文
書
︱
解
説
と
紹
介
︱
﹂︵﹃
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
﹄
七
十
一
号
︑
昭
和
五
十
二
年
︶
の
網
野
氏
の
一
連
の
真
継
家
文
書
の
翻
刻
︒
名
古
屋
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
﹃
中
世
鋳
物
師
史
料
﹄︵
法
政
大
学
出
版
局
昭
和
五
十
七
年
︶︑
稲
葉
伸
道
﹁
真
継
家
文
書
の
整
理
と
﹁
価
値
﹂
の
発
見
﹂︵﹃
王
権
と
社
会
︱
朝
廷
官
人
・
真
継
家
文
書
の
世
界
︱
﹄
所
収
︑
平
成
十
九
年
︶︑
渡
辺
和
敏
﹁
近
世
に
お
け
る
野
州
天
明
鋳
物
の
動
向
﹂︵﹃
法
政
史
学
﹄
二
十
六
︑
昭
和
四
十
九
年
︶
大
塚
英
二
﹁
明
治
四
年
に
お
け
る
真
継
家
鋳
物
師
支
配
の
終
焉
﹂︵﹃
名
古
屋
大
学
古
川
総
合
研
究
資
料
館
報
告
﹄
一
〇
号
︑
平
成
六
年
︶
中
川
弘
泰
﹃
近
世
鋳
物
師
社
会
の
構
造
︱
真
継
家
を
中
心
と
し
て
︱
﹄︵
近
藤
出
版
社
昭
和
六
十
一
年
︶︑
等
多
数
あ
る
︒
笹
本
正
治
﹃
真
継
家
と
近
世
の
鋳
物
師
﹄︵
思
文
閣
出
版
平
成
八
年
︶
は
こ
れ
ら
諸
研
究
を
整
理
し
て
い
る
︒
︵
11
︶
奉
幣
使
研
究
で
康
総
に
触
れ
た
も
の
は
︑
藤
森
馨
﹃
平
安
時
代
の
宮
廷
祭
祀
と
神
祇
官
人
﹄︵
大
明
堂
︑
平
成
十
二
年
︶
第
二
編
第
二
章
︑︵
初
出
︑
平
成
八
年
︶︒
秋
山
晶
則
﹁
朝
廷
服
假
制
の
変
容
︱
真
継
家
文
書
を
素
材
と
し
て
︱
﹂︵﹃
名
古
屋
大
学
古
川
総
合
研
究
資
料
館
報
告
﹄
九
号
︑
平
成
五
年
︶
秋
山
晶
則
﹁
真
継
家
の
伊
勢
奉
幣
使
参
向
﹂︵﹃
名
古
屋
大
学
古
川
総
合
研
究
資
料
館
報
告
﹄
十
二
号
︑
平
成
八
年
︶
赤
坂
恒
明
﹁
伊
勢
奉
幣
使
王
代
兼
字
王
考
﹂︵﹃
埼
玉
学
園
大
学
紀
要
﹄
人
間
学
部
篇
十
四
号
︑
平
成
二
十
六
年
︶
な
ど
︒
熱
田
社
に
奉
納
さ
れ
た
源
康
総
和
歌
懐
紙
に
つ
い
て
︵
伊
藤
︶
―15―
︵
12
︶
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
整
理
は
前
掲
註
︵
9
︶
書
籍
参
照
︒
︵
13
︶
前
掲
註
︵
9
︶
書
籍
︵
14
︶
藤
森
馨
﹃
平
安
時
代
の
宮
廷
祭
祀
と
神
祇
官
人
﹄︵
大
明
堂
︑
平
成
十
二
年
︶
第
二
編
第
二
章
︵
初
出
︑
平
成
八
年
︶
︵
15
︶
赤
坂
恒
明
﹁
伊
勢
奉
幣
使
王
代
兼
字
王
考
﹂︵﹃
埼
玉
学
園
大
学
紀
要
︵
人
間
学
部
篇
︶﹄
一
四
号
︑
平
成
二
十
六
年
︶
︵
16
︶
笹
本
正
治
﹁
真
継
康
綱
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵﹃
日
本
歴
史
﹄
五
〇
〇
号
︑
平
成
二
年
︶
︵
17
︶﹃
新
修
名
古
屋
市
史
﹄
第
三
巻
︑︵
平
成
十
一
年
︑
名
古
屋
市
︶
︵
18
︶﹃
張
州
雑
志
﹄
の
編
者
内
藤
正
参
が
熱
田
神
宮
及
び
熱
田
関
連
の
記
事
を
纏
め
た
の
は
安
永
元
年
か
ら
天
明
二
年
の
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︵﹃
熱
田
神
宮
記
録
張
州
雑
志
抄
﹄
の
解
説
︶
が
︑
そ
の
熱
田
神
宮
関
連
の
記
事
を
取
り
扱
っ
た
﹃
張
州
雑
志
﹄
二
十
四
巻
に
﹁
美
濃
守
源
康
綱
﹂
と
し
て
件
の
奉
納
和
歌
が
記
載
さ
れ
て
い
る
︒︵
熱
田
神
宮
宮
庁
編
﹃
熱
田
神
宮
記
録
張
州
雑
志
抄
﹄︑
昭
和
四
十
四
年
︶
︵
19
︶
名
古
屋
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
編
﹃
中
世
鋳
物
師
史
料
﹄︵
法
政
大
学
出
版
局
昭
和
五
十
七
年
︶
二
四
五
号
文
書
﹁
御
蔵
真
継
康
綱
催
促
状
写
﹂︑
二
四
八
・
二
四
九
号
文
書
﹁
真
継
久
直
・
同
康
綱
連
署
請
文
案
﹂︑
二
六
三
号
﹁
御
蔵
真
継
康
綱
催
促
状
写
﹂︵
同
史
料
は
﹁
御
蔵
康
綱
判
﹂
と
し
て
署
名
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
︶
等
︒
︵
20
︶
前
掲
註
︵
9
︶
書
籍
﹁
諸
言
﹂
︵
21
︶
前
掲
註
︵
16
︶
笹
本
氏
論
文
︒
︵
22
︶
吉
竹
正
明
﹁
真
継
久
尚
と
鋳
物
師
組
織
の
結
び
つ
き
に
お
け
る
柳
原
資
定
と
大
内
氏
の
役
割
﹂︵﹃
龍
谷
日
本
史
研
究
﹄
三
八
号
︑
平
成
二
十
七
年
︶
に
﹁
康
綱
が
徳
川
家
康
か
ら
諸
国
鋳
物
師
に
対
す
る
支
配
を
保
証
さ
れ
︑
真
継
家
に
よ
る
鋳
物
師
組
織
の
支
配
体
制
が
確
立
し
た
﹂
と
あ
る
︒
︵
23
︶
秋
山
晶
則
﹁
真
継
家
の
伊
勢
奉
幣
参
向
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵﹃
名
古
屋
大
学
古
川
総
合
研
究
資
料
館
年
報
﹄
一
二
号
平
成
八
年
︶
に
﹁
真
継
美
濃
守
康
綱
﹂
等
と
あ
る
︒
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︵
24
︶
前
掲
註
︵
3
︶
山
田
氏
論
文
に
は
﹁
美
濃
守
源
康
綱
﹂
と
記
さ
れ
る
︒
こ
れ
は
﹃
張
州
雑
志
﹄
を
根
拠
と
し
て
い
る
為
で
あ
ろ
う
︒
︵
25
︶
前
掲
註
︵
5
︶﹃
地
下
家
伝
﹄
に
は
﹁
康
總
宗
弘
男
﹂
と
あ
り
︑﹁
康
總
﹂
と
翻
刻
さ
れ
て
い
る
︒
︵
26
︶
湯
浅
敏
治
﹃
歴
名
土
代
﹄
に
﹁
藤
康
総
柳
原
侍
真
継
源
太
郎
イ
同
二
・
正
・
廿
七
﹂
と
あ
り
︑﹁
藤
康
総
﹂
と
翻
刻
さ
れ
る
︒
こ
の
藤
原
康
総
が
真
継
康
総
︵
源
康
総
︶
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
は
︑
本
論
で
考
証
す
る
︒
︵
27
︶﹃
言
継
卿
記
﹄
永
禄
九
年
十
月
二
十
五
日
条
に
﹁
河
内
源
五
郎
康
総
﹂
と
あ
る
︒
本
文
で
述
べ
る
が
河
内
源
五
郎
康
総
は
真
継
家
を
嗣
ぐ
︒
︵
28
︶
前
掲
註
︵
8
︶﹃
言
経
卿
記
﹄
慶
長
八
年
十
一
月
十
日
条
に
﹁
真
継
美
濃
守
康
総
﹂
と
翻
刻
さ
れ
る
︒
︵
29
︶
前
掲
註
︵
2
︶﹃
熱
田
神
宮
名
宝
図
録
﹄︵
平
成
十
二
年
訂
正
再
版
︶︒
和
歌
懐
紙
の
解
説
に
﹁
源
康
総
﹂
と
あ
る
︒
︵
30
︶
前
掲
註
︵
10
︶
網
野
氏
論
文
﹁
真
継
家
文
書
に
み
え
る
戦
国
期
～
江
戸
初
期
の
文
書
︱
解
説
と
紹
介
︱
﹂
に
﹁
源
大
夫
︑
真
継
康
総
﹂﹁
慶
長
三
年
三
月
日
御
蔵
真
継
康
総
催
促
状
﹂﹁
真
継
康
総
の
源
大
夫
時
代
﹂﹁
真
継
美
濃
守
康
総
は
︑
寛
永
元
年
︵
一
六
二
四
︶
十
月
二
十
日
に
卒
し
﹂
等
︒
︵
31
︶
渡
辺
和
敏
﹁
近
世
に
お
け
る
野
州
天
明
鋳
物
の
動
向
﹂︵﹃
法
政
史
学
﹄
二
十
六
号
︑
昭
和
四
十
九
年
︶
に
﹁
蔵
人
所
御
蔵
真
継
美
濃
守
康
総
﹂
の
文
言
を
含
む
慶
長
十
六
年
年
紀
の
文
書
を
掲
載
す
る
︒
︵
32
︶
藤
森
馨
﹁
近
世
初
頭
の
宮
廷
祭
祀
﹂︵
平
成
八
年
︑
前
掲
註
︵
14
︶
書
籍
所
収
︶
の
﹁
真
継
﹃
家
伝
﹄
に
も
︑
真
継
康
総
と
見
え
る
﹂
等
︒
︵
33
︶
前
掲
註
︵
15
︶
赤
坂
氏
論
文
に
は
︑﹁﹁
兼
久
王
﹂
は
真
継
美
濃
守
康
綱
︵
康
總
︶﹂﹁
康
綱
の
子
︑
真
継
康
利
﹂﹁﹁
真
継
美
濃
守
﹂
康
總
︵
康
綱
︶
が
勤
仕
し
た
の
は
斎
部
使
﹂
等
の
記
述
が
見
ら
れ
る
︒
同
じ
く
赤
坂
恒
明
氏
﹁
青
木
庸
行
撰
﹃
百
年
以
来
近
代
地
下
諸
家
伝
﹄﹂︵﹃
ぶ
い
＆
ぶ
い
﹄
十
八
号
平
成
二
十
三
年
︶
で
は
﹁
康
綱
源
氏
﹂
と
翻
刻
し
つ
つ
︑
前
掲
註
︵
5
︶﹃
地
下
家
伝
﹄
の
﹁
康
総
﹂
の
表
記
と
の
差
異
も
指
摘
す
る
︒
︵
34
︶
前
掲
註
︵
5
︶﹃
地
下
家
伝
﹄
︵
35
︶
前
掲
註
︵
29
︶
書
籍
︵
36
︶
前
掲
註
︵
29
︶
書
籍
︒
尚
︑
筆
者
は
過
去
の
熱
田
神
宮
宝
物
館
展
示
に
お
い
て
実
物
を
拝
観
し
た
︒
熱
田
社
に
奉
納
さ
れ
た
源
康
総
和
歌
懐
紙
に
つ
い
て
︵
伊
藤
︶
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︵
37
︶
名
古
屋
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
編
﹃
中
世
鋳
物
師
史
料
﹄︵
法
政
大
学
出
版
局
昭
和
五
十
七
年
︶
一
六
五
号
文
書
解
説
︵
網
野
善
彦
氏
執
筆
︶
︵
38
︶
笹
本
正
治
氏
﹃
真
継
家
と
近
世
の
鋳
物
師
﹄︵
思
文
閣
出
版
平
成
八
年
︶﹁
第
一
章
鋳
物
師
を
支
配
す
る
真
継
家
第
六
節
真
継
家
と
江
戸
幕
府
﹂︵
同
書
四
十
三
頁
︑
初
出
平
成
三
︑
四
年
︶
︵
39
︶
前
掲
註
︵
38
︶
笹
本
氏
著
書
︑
第
一
章
第
七
節
﹁
真
継
家
文
書
に
つ
い
て
﹂︵
初
出
︑
平
成
二
年
︶
︵
40
︶
前
掲
註
︵
16
︶
笹
本
氏
論
文
︵
41
︶
国
書
刊
行
会
編
﹃
言
継
卿
記
第
四
﹄︵
平
成
四
年
︶
永
禄
九
年
十
月
二
十
五
日
条
︑
永
禄
十
年
一
月
二
十
五
日
条
︵
42
︶
前
掲
註
︵
41
︶﹃
言
継
卿
記
﹄
永
禄
十
年
一
月
七
日
条
︵
43
︶
前
掲
註
︵
41
︶﹃
言
継
卿
記
﹄
永
禄
十
二
年
閏
五
月
十
八
日
条
︑
元
亀
二
年
一
月
十
九
日
条
︒﹁
真
次
﹂﹁
真
継
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
当
時
も
﹁
ま
つ
ぎ
﹂
と
発
音
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
︵
44
︶
前
掲
註
︵
26
︶﹃
歴
名
土
代
﹄
︵
45
︶
前
掲
註
︵
41
︶﹃
言
継
卿
記
﹄
永
禄
十
年
一
月
二
十
一
日
条
︒
こ
の
﹁
真
継
父
子
﹂
を
久
直
・
康
総
に
比
定
し
︑
こ
の
時
点
で
の
両
者
の
父
子
関
係
を
推
定
し
た
が
︑
同
﹃
言
継
卿
記
﹄
の
永
禄
十
年
二
月
二
日
・
十
三
日
・
二
十
四
日
︑
永
禄
十
一
年
四
月
二
十
九
日
︑
五
月
一
日
・
十
七
日
・
二
十
日
の
各
条
に
は
﹁
河
内
源
五
郎
﹂
と
︑
永
禄
十
二
年
四
月
十
八
日
条
に
﹁
真
次
源
五
郎
﹂︑
永
禄
十
三
年
八
月
二
十
一
日
条
に
﹁
河
内
源
五
郎
﹂
と
記
録
さ
れ
る
︒
久
直
と
康
総
の
父
子
関
係
・
養
子
関
係
と
康
総
の
名
字
︵
河
内
・
真
継
︶
と
の
関
連
等
は
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
︒
︵
46
︶
前
掲
註
︵
19
︶﹃
中
世
鋳
物
師
史
料
﹄
所
収
﹁
正
親
町
天
皇
女
房
奉
書
﹂︵
一
六
五
号
文
書
︶
︵
47
︶
太
田
藤
四
郎
補
遺
﹃
お
湯
殿
の
上
の
日
記
﹄
七
︵
続
群
書
類
従
完
成
会
昭
和
三
十
三
年
︶
︵
48
︶
太
田
藤
四
郎
補
遺
﹃
お
湯
殿
の
上
の
日
記
﹄
八
︵
続
群
書
類
従
完
成
会
昭
和
三
十
二
年
︶
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︵
49
︶
木
下
聡
﹁
史
料
紹
介
﹁
大
和
家
蔵
書
﹂
所
収
﹁
大
和
大
和
守
晴
完
入
道
宗
恕
筆
記
﹂﹂︵﹃
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
﹄
二
十
一
︑
平
成
二
十
九
年
︶
︵
50
︶
前
掲
注
︵
26
︶﹃
歴
名
土
代
﹄
︵
51
︶
前
掲
註
︵
41
︶﹃
言
継
卿
記
﹄︒
尚
︑
康
総
が
負
傷
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
︒
︵
52
︶
前
掲
註
︵
41
︶﹃
言
継
卿
記
﹄
︵
53
︶
真
継
家
の
諸
国
鋳
物
師
支
配
に
関
し
︑
広
い
門
人
人
脈
の
あ
っ
た
信
綱
と
康
総
の
交
流
に
留
意
し
た
い
︒
︵
54
︶
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
﹃
言
経
卿
記
第
十
二
﹄
慶
長
八
年
十
一
月
十
日
条
︵
55
︶
前
掲
註
︵
49
︶
に
同
じ
︒
︵
56
︶
島
田
勇
雄
﹃
貞
丈
雑
記
１
﹄︵
平
凡
社
昭
和
六
十
年
︶
︵
57
︶
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
﹃
大
日
本
古
記
録
言
経
卿
記
﹄
一
巻
︵
岩
波
書
店
平
成
四
年
︶
︵
58
︶
前
掲
註
︵
19
︶
書
籍
︵
59
︶
赤
坂
恒
明
﹁
青
木
庸
行
撰
﹃
百
年
以
来
近
代
地
下
諸
家
伝
﹄﹂︵﹃
ぶ
い
＆
ぶ
い
﹄
十
八
号
平
成
二
十
三
年
︶
︵
60
︶
前
掲
註
︵
59
︶
赤
坂
氏
論
文
︵
61
︶
前
掲
註
︵
15
︶
赤
坂
氏
論
文
熱
田
社
に
奉
納
さ
れ
た
源
康
総
和
歌
懐
紙
に
つ
い
て
︵
伊
藤
︶
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